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１ 目的 

この事業は、「尼崎市子どもの育ち支援条例」（以下「条例」という。）の理念である「子どもの人

権を尊重することを基本として子どもの育ちを地域社会全体で支える」ことを実現していく取組の

一環であり、平成２３年度から３０年度にかけては市立小学校・中学校・高等学校・特別支援学校

の子どもを対象とし、令和元年度においては尼崎市こども会に所属する子どもを対象とし、広く思

いや考えを聴こうとするものである。 

子ども同士の話し合い（以下「ティーンズミーティング」という。）を通じて、思いや考えを聴く

ことにより、「子ども目線で社会はどう見えているのか。」、「子ども同士の関係を子どもはどう捉え

ているのか。」を把握し、①地域住民などが、子どもの思いや考えを知ることで、子どもの育ちに関

心をもち、子どもに関わる可能性を高めるとともに、②必要に応じて、子どもの視点から見た、子

どものニーズを踏まえた子ども関連事業の構築等につなげることを目的として実施してきた。 

また、話し合いを通じて子ども同士が、お互いに他の人の思いや考えを知る学びの機会となる効

果も期待しているものである。 

 

２ 実施方法 

（１）対象 

尼崎市こども会の子ども（小学４年生から高校２年生） 

※ 小・中・高等学校・特別支援学校については、平成 30年度までの取組で実施済みである。 

（２）内容 

   学年が交差するように子どもだけでグループを作り実施した。 

ア 定 員：１回あたり約１０人 

イ 時 間：１回あたり２時間程度 

ウ 参加する子ども（以下「参加者」という。）：尼崎市こども会に一任 

エ 場 所：各地区生涯学習プラザ等 

（３）実施地区（令和元年度） 

ア 実施地区数：３地区 

イ 実施地区：小田南、園田東、武庫西地区 

（４）その他 

ティーンズミーティングは、参加者が自由に発言できる環境を作ることを大切にするため、こ

ども会役員、保護者も含めて、原則、非公開としている。 

第 1章 概要 
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３ 話し合いのテーマ及び当日スケジュール等 

（１）テーマ設定の趣旨等 

ア 第１部では、子どもたちが、気軽に楽しみながら尼崎の資源を知り、課題について考え、話

し合い、互いの意見を尊重し合える機会が作れるよう、「アマガサキトゥザフューチャーⅡ」を

活用したテーマとした。 

イ 第２部では、条例の理念である「子どもの人権を尊重することを基本として子どもの育ちを

地域社会全体で支える」ために、大人が子どもの思いや考えを知ることにより、大人自らの責

任や、個々の役割について振り返ること、また、話し合いを通じて、子どもが自らできること

などについて気付くことができるよう、「つながり」をキーワードにテーマを設定した。 

ウ 話し合いを深めるための方策として、話し合いのテーマや質問の内容等を記載した「取組プ

ランシート」を活用し、質問を行った。 

（２）テーマ・スケジュール 

オリエンテーション・自己紹介など 10 分程度 

第

１

部 

テーマ、質問内容 

30 分程度 
アマガサキトゥザ

フューチャーⅡ 

カードゲーム 

１ カードゲームを使って尼崎の資源を知り、課題につい

て考える 

－休憩－ 10 分程度 

第

２

部 

テーマ、質問内容 

50 分程度 地域の大人と 

子どものつながり 

１ 「理想の大人像について」 

① 理想の大人とはどんな人？どんな大人になりたい

ですか？ 

② 理想の大人になるために、今、自分ができること・

経験しておきたいこと・周りの大人に協力してほし

いことは何ですか？ 

２ 「まちづくりについて」 

① 尼崎市市民として、どんなまちにしたいですか？ 

② そのために自分ができること、また、周りの大人に

してほしいことはありますか？ 

－フリートーク－ 

（ミーティングで出た意見の振り返りなど） 
20 分程度 

ア 事業をより効果的に実施するために、冒頭のオリエンテーションにおいて、条例のパンフレ

ットなどを活用し、事業趣旨や当日の進行などについて説明した。 

イ また、事前に「取組プランシート」を配付し、当日までに思いや考えを整理した上で、参加

することを基本スタイルとした。 

※ 時間については、各地区の進行状況などにより変更している。 
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（３）ファシリテーター（進行役） 

ア それぞれのグループに、ファシリテーターが入り、進行した。 

イ ファシリテーターは、子ども同士の話し合いが進むように手伝うとともに、話し合いの中で、

参加者の気付きを促す役割を担った。 

ウ ファシリテーターは、「地域担当職員、子育てコミュニティワーカー」などが行った。 

＊ 地域担当職員：各地域課に配置され、市民の活発な学びと地域活動を効果的に支える役割を

担っている。 

＊ 子育てコミュニティワーカー：条例の理念を実現していくために、子どもを取り巻く社会環

境の改善につなげるため、地域での主体的な取組みやネットワークづくりを関係機関等と連携

して側面から支援し、子どもを取り巻く社会環境を改善する役割を担っている。 

 

（４）当日の運営 

 はじめに、ティーンズミーティングの開催趣旨は、「尼崎市を『子どもたち一人ひとりが大切に

されて、たくさんの人に支えられて育つまち』にするために、子どもの思いや考えを聴く場であ

ること」を、参加者に伝えた。 

 また、誰が発言したのかは特定されないことを伝え、参加者に安心感を与えた上で進行した。 

なお、参加者には、以下のルールを伝え共有した。 

  

◎ 子どものルール 

①自由に話をすることができる（間違った意見はない。）。 

②皆が対等に話をすることができる（男女、年上年下ということは関係ない。）。 

③誰かが話をする時は、一生懸命聴く。 
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４ 実施状況 

実施日 実施地区 参加人数（人） 

８／７（火）午前 小田南地区 １１ 

８／８（水）午前 園田東地区 ７ 

８／８（水）午後 武庫西地区 ７ 

計２５ 

 

５ 意見の取扱いについて 

ティーンズミーティングでの思いや考えは、自由に話せる雰囲気づくりを行う中で出されたもの

であり、具体性などに欠けているものもある。 

このため、アンケートのような統計的な手法を用いて得た情報として扱うことはできないが、「子

ども目線」という特性をもつ情報として、大人にとっては貴重なものであるため、以下のように取

り扱い、大人の取組に活かしていく。 

・ 地域社会の子育て機能向上支援事業（子育てコミュニティソーシャルワーク）を通じて、地

域住民に周知し、主体的な取組みについて働きかける。 

・ 子どもの思いや考えのうち、行政の取組に関連するものについては、参加者に、行政の考え

方を伝える。 

・ 必要に応じて、子どもの視点から見た、子どものニーズを踏まえた子ども関連事業の構築な

どにつなげるよう検討する。 

・ 尼崎市子ども・子育て審議会の委員を通じて、子どもに関わる団体に周知し、取組について

働きかける。 

・ ホームページに掲載し、市民への周知を図る。 
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１ まとめ方等 

第１部のカードゲームについては、気軽に楽しみながら尼崎の資源を知り、課題について考え、

話し合い、互いの意見を尊重し合える機会を作るため実施した。カードゲームのルールと出た意見

の一例を掲載している。 

第２部のミーティングにおいては、テーマに沿って子ども同士が話し合うよう運営を行った。ま

た、話し合いの内容を発展させ、より意見を深めるために、それぞれのテーマに基づき質問した後

に、どうすれば「実現しやすくなるのか」「改善しやすくなるのか」「解決しやすくなるのか」とい

うことについて、「大人」「子ども」「大人・子ども」のそれぞれの役割を考えてもらいながら、意見

交換するようにした。 

  ３地区で実施した各ティーンズミーティングで出された子どもの思いや考え（以下本文中「意見」

という。）は、同じテーマで話し合っても、参加者が異なることや、その場の雰囲気などの諸条件に

より違いが表れていたが、この開催結果（まとめ）では、「子ども目線でどう捉えているのか」の把

握を主眼に置いているため、参加者の意見を全て集約した上で、これらを分類して全体的な傾向と

してまとめている。 

 

第１部 

アマガサキトゥザフューチャーⅡ 

 

 
 

第２部 

地域の大人と子どものつながり 

 

   

② 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 子どもの思いや考え（まとめ） 

「理想の大人像について」 

「まちづくりについて」 

 

 

カードゲームを使って尼崎の資源を知り、課題について考える 

① 理想の大人になるために、今、自分ができること・経験しておきたいことは何ですか？ 

② そのために周りの大人に協力してほしいことは何ですか？ 

① 尼崎市民として、どんなまちにしたいですか？ 

② そのために自分ができること、また、周りの大人にしてほしいことはありますか？ 
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２ 内容 

 (１) 第１部 アマガサキトゥザフューチャーⅡ 
 

「カードゲームを使って尼崎の課題について考える」 

 

アマガサキトゥザフューチャーⅡはシチズンシップ向上のためのプログラムとして、2018 年に尼崎

市で開発したものである。（「地域社会への当事者意識」を高めるために、「協働」や「対話」を通じて

「まちや社会に対する視点・関心」を育てることをねらいとしている。） 

このカードゲームは、①「きいてカード（尼崎でくらす人たちの悩みや相談ごとを記したカード）」

と、②「おたからカード（尼崎にあるものや場所、人やイベントなどを記したカード）」の２種類から

なる。 

まず、ファシリ―テーターが読み上げた②おたからカードの内容を、机の上に並べられたカードか

らカルタの要領で探し出すことで、活気のある発言しやすい雰囲気を作ると同時に、尼崎の資源につ

いて知り、興味を持つきっかけとすることができた。 

次に、ファシリテーターが読み上げた①きいてカードの内容に対し、参加者は限られた手持ちの②

おたからカードを組み合わせて地域課題の解決策を考え、発表することで、地域課題を考えるきっか

けとした。 

 

＜カードゲームで出た解決策の一例＞ 

①  きいてカード 

「なんでうちの前でたばこの吸いがら放っていくんや！たばこのマナーくらい守ってほしい！」 

②  使用されたおたからカード（括弧内はカードの説明） 

・ 市報あまがさき 

（市役所が毎月発行する新聞。市民に必要なお知らせが満載です。すべてのおうちに届けられ

ています。） 

・ 消防団 

（消防局と協力して災害から地域を守っています。ほとんどが普段は別の仕事をしています。

市内には９００人の団員がいます。） 

③  ②のカードを組み合わせた解決策 

「市報あまがさき」の中で呼びかけるとともに、「消防団」からたばこの火の後始末や、マナーに

ついて、注意喚起してもらう。 
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 (２) 第２部「地域の大人と子どものつながり」 

 

【第２部の記載ルールについて】 

（１）テーマごとに類似した意見を集約し、掲載している。 

（２）各テーマの①の質問に対する意見については、類似する意見を集約し、各テーマの②の質問に

対する意見を、「大人」「子ども」「大人・子ども」のそれぞれの役割ごとに、①の意見に対応す

るよう並列に記載している。 

（３）参加者の意見の内容は、原則として、子どもが使用した言葉を尊重している。 

（４）意見の多かった内容等を中心に抜粋して、主なものを掲載している。 

 
 

 

（例） 
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